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八丈町

議会だより 大賀郷小学校訪問
令和 6年 第一回定例会
一般質問
島内視察
質疑
条例改正案否決ほか
八丈島のパン屋さん
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大
賀
郷
小
学
校

４
月
８
日
の
入
学
式
で
、
新
一
年
生
20
名
を
前
に
髙

木
孝
裕
校
長
は
ご
自
身
の
体
験
を
通
し
て
ス
ピ
ー
チ
。

﹁
小
学
生
の
時
、
僕
の
夢
は
学
校
の
先
生
に
な
る
こ
と

で
す
！
っ
て
言
っ
た
ら
、
み
ん
な
に
笑
わ
れ
た
。
僕
に

は
︰
ぼ
、
ぼ
、
僕
は
︰
っ
て
言
う
吃
音
が
あ
っ
た
か

ら
︰
﹂

大
人
も
感
動
し
ま
し
た
が
、
素
直
な
児
童
た
ち
は

も
っ
と
感
動
し
た
は
ず
で
す
。失
敗
し
て
も
、諦
め
な
け

れ
ば
夢
は
叶
う
と
。

感
動
の
ま
ま
に
、
入
学
式
の
最
後
に
は
大
賀
郷
小
学

校
校
歌︵
作
詞
・
光
山
樹
太
郎
、作
曲
・
團
伊
玖
磨
︶を

力
一
杯
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
︵
山
下
則
子
︶

も く じ

大賀郷小中一貫シンボルキャラクター　　　
ええたばちゃん

新一年生 交通安全指導の様子



中
之
郷
埋
立
処
分
場
の
火
災
と
事
後

処
理
、
人
材
不
足
の
原
因
と
対
策
、
サ

ス
テ
ナ
事
業
の
説
明
不
足
な
ど
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
の
新
年
度
予
算
審
議
と

な
っ
た
。
議
会
は
、
町
の
対
策
に
対
す

る
不
備
を
指
摘
す
る
と
同
時
に
提
案
も

行
っ
た
。

町
長
に
よ
り
令
和
６
年
度
に
向
け
た

施
政
方
針
が
示
さ
れ
た
。
ま
ず
、
中
之

郷
の
埋
立
処
分
場
の
火
災
に
対
す
る
お

詫
び
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
来
年
度
の

主
な
事
業
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

今
年
度
多
く
の
職
員
が
退
職
し
た
こ
と

へ
の
対
策
も
約
束
し
た
。

令
和
５
年
度
補
正
予
算
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
が
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ

る
、
事
業
の
再
開
や
イ
ベ
ン
ト
の
復

活
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
改
修
工
事
の

本
格
始
動
、
離
島
留
学
制
度
の
ホ
ス
ト

の
確
保
、
島
外
医
療
通
院
交
通
費
補
助

の
増
額
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

一
般
質
問
に
は
10
人
が
登
壇
し
、
職

員
不
足
と
育
成
、
離
島
留
学
、
消
防
、

サ
ス
テ
ナ
事
業
な
ど
テ
ー
マ
は
多
岐
に

お
よ
び
、
踏
み
込
ん
だ
質
問
内
容
と

な
っ
た
。

令
和
６
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
終
了
に
よ
る

減
額
な
ど
で
一
般
会
計
は
約
99
億
円
に

な
り
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
第
９
期

保
険
料
の
基
準
額
が
示
さ
れ
た
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
人
員
不
足
の
た

め
養
和
会
か
ら
新
た
に
﹁
櫻
壽
会
﹂
に

委
託
さ
れ
た
こ
と
や
、
サ
ス
テ
ナ
事
業

に
つ
い
て
は
、
ク
ジ
ラ
観
光
と
漁
業
と

の
連
携
の
必
要
性
や
救
命
艇
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
畜
産
Ｄ
Ｘ
事
業

へ
の
要
望
、
伐
採
木
の
今
後
の
処
理
に

つ
い
て
の
意
見
・
質
問
が
出
さ
れ
た
。

町
営
住
宅
の
空
き
室
や
温
泉
の
老
朽
化

対
策
な
ど
も
話
題
に
上
っ
た
。
令
和
６

年
度
の
予
算
は
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
企
業
会
計
と
も
に
原
案
通
り
可
決

さ
れ
た
。

議
会
最
終
日
に
は
、
令
和
５
年
度
最

終
補
正
の
報
告
に
続
い
て
、
い
く
つ
か

条
例
改
正
案
が
上
程
さ
れ
た
が
、
そ
の

う
ち
教
育
長
な
ど
の
報
酬
の
減
額
に
つ

い
て
は
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
全
員
協
議
会
で
は
、
民
俗

資
料
館
の
耐
震
改
修
工
事
や
工
程
の

内
容
説
明
、
オ
リ
ッ
ク
ス
に
よ
る
地

熱
の
掘
削
作
業
が
遅
れ
て
い
る
理
由

の
説
明
が
あ
っ
た
。
消
防
長
か
ら
は
埋

立
処
分
場
の
火
災
鎮
火
︵
３
月
27
日
︶

が
報
告
さ
れ
た
。
　
　
︵
奥
山
幸
子
︶

３月定例会

2

主
な
議
決
事
項

３
月
定
例
会

令
和
６
年
３
月
５
、
18
、
21
、
28
日

◎
令
和
５
年
度
八
丈
町
一
般
会
計
補
正
予
算

ほ
か
補
正
予
算
７
件
 
◎
東
京
都
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る

規
約
 
◎
公
営
住
宅
整
備
事
業
粥
倉
団
地
建

築
工
事
請
負
契
約
ほ
か
契
約
１
件
、
契
約
の

変
更
４
件
 
◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◎
令
和

６
年
度
八
丈
町
一
般
会
計
予
算
ほ
か
予
算
７

件
 
◎
八
丈
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
ほ
か
条
例
６
件
 
◎
議
員
の
派
遣

承
認
に
つ
い
て
︵
令
和
６
年
度
東
京
都
町
村

議
会
議
員
講
演
会
︶
ほ
か
派
遣
承
認
４
件

◎
八
丈
町
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ

い
て

主
な
会
議
事
項

全
員
協
議
会

令
和
６
年
２
月
７
、
16
日
、
３
月
５
、
28
日

◎
令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
 
◎
常

任
委
員
会
に
お
け
る
所
管
事
務
調
査
に
つ
い

て
 
◎
伐
採
木
の
処
理
に
係
る
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て
 
◎
町
制
施
行
70
周
年
記

念
行
事
に
つ
い
て
 
◎
東
京
宝
島
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
創
造
事
業
に
つ
い
て

難
し
い
課
題
に
も
向
き
合
っ
た
議
会

新
年
度
当
初
予
算
案
を
可
決

◎
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示
実
施
設
計
に
つ
い

て
 
◎
地
熱
発
電
所
建
設
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

議
会
運
営
委
員
会

令
和
６
年
２
月
27
日
、
３
月
14
日

◎
第
一
回
八
丈
町
議
会
定
例
会
に
つ
い
て

◎
第
一
回
八
丈
町
議
会
定
例
会
(一
般
質
問
)

に
つ
い
て

総
務
文
教
委
員
協
議
会

令
和
６
年
２
月
28
日

◎
今
後
の
総
務
文
教
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て

経
済
企
業
委
員
協
議
会

令
和
６
年
２
月
29
日

◎
今
後
の
経
済
企
業
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て

総
務
文
教
委
員
会

令
和
６
年
３
月
５
日
、
４
月
16
日

◎
総
務
文
教
委
員
会
に
お
け
る
所
管
事
務
調

査
に
つ
い
て
 
◎
介
護
保
険
制
度
の
八
丈
町

の
介
護
現
場
へ
の
影
響
に
つ
い
て

経
済
企
業
委
員
会

令
和
６
年
３
月
５
日
、
４
月
10
日

◎
経
済
企
業
委
員
会
に
お
け
る
所
管
事
務
調

査
に
つ
い
て
 
◎
旧
末
吉
小
学
校
の
利
活
用

に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て



町
制
施
行
70
周
年
に
あ
た
り
、
昨

年
、
町
は
広
く
住
民
の
意
見
を
聞
く

た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
そ
こ
で
、
次
の
こ
と
を
伺
う
。

問
①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
17
件

あ
っ
た
と
聞
い
た
が
、
記
念
行
事
に

取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
も
の

は
何
件
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
な
か
で
記
念
行
事
な
ど
に

反
対
意
見
は
あ
っ
た
か
。

②
町
が
70
周
年
記
念
と
し
て
コ
ン

セ
プ
ト
と
す
る
も
の
は
何
か
。

③
実
行
委
員
会
は
立
ち
上
げ
た
の

か
。④

記
念
行
事
の
中
に
、
毎
年
行
っ

て
い
る
團
伊
玖
磨
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

を
70
周
年
記
念
と
し
て
オ
ペ
ラ
夕
鶴

公
演
を
行
い
、
予
算
が
１
５
０
０
万

円
余
と
聞
い
た
。
そ
れ
な
り
に
金
額

が
か
か
る
の
は
私
に
も
理
解
で
き
る

が
、
町
民
が
納
得
し
心
か
ら
楽
し
む

た
め
に
、
今
後
町
民
へ
の
て
い
ね
い

な
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。
町
の
考

え
は
。

答
総
務
課
長
　
①
17
件
の
ア
イ
デ

ア
が
あ
り
、
そ
の
中
で
写
真
集
の
発

刊
、
写
真
展
、
ロ
ベ
レ
ニ
く
ん
や
島

の
ロ
ゴ
作
成
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア

が
あ
っ
た
。
ア
イ
デ
ア
全
て
が
実
現

し
て
﹁
夕
鶴
﹂
公
演
を
行
う
趣
旨
を

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
し
て
、
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
い

く
。

問
八
丈
町
で
は
﹁
と
び
っ
こ
﹂
と

い
う
学
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い

る
。
働
く
保
護
者
に
と
っ
て
は
大
変

に
助
か
る
制
度
だ
と
思
う
。

夏
休
み
な
ど
に
町
が
弁
当
な
ど
を

配
給
し
、
保
護
者
が
意
欲
的
に
仕
事

に
励
め
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

答
福
祉
健
康
課
課
長
補
佐
　
現
状

の
町
の
実
施
体
制
で
対
応
す
る
の
は

難
し
い
状
況
と
考
え
る
。
﹁
長
期
休

業
中
に
事
業
所
と
し
て
昼
食
を
提
供

し
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
数
﹂

に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
調

査
結
果
に
よ
る
と
、
令
和
５
年
５
月

１
日
時
点
で
、
自
園
調
理
が
18
％
、

宅
配
弁
当
な
ど
の
外
部
か
ら
の
搬
入

が
75
％
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
他
の
事
業
所
の
事
例
な
ど

の
情
報
収
集
を
し
て
い
き
た
い
。

町
制
施
行
70
周
年
記
念
行
事

に
つ
い
て

一 般 質 問

山下
やました

則子
のりこ

議員

学
童
ク
ラ
ブ
に
昼
食
提
供
を

3

と
は
な
ら
な
い
が
、
町
勢
要
覧
記
念

誌
や
ロ
ベ
レ
ニ
君
70
周
年
記
念
ロ
ゴ

作
成
を
実
施
予
定
。
他
の
ア
イ
デ
ア

に
つ
い
て
も
、
今
後
の
参
考
と
す

る
。
ま
た
、
記
念
行
事
に
対
す
る

メ
ー
ル
や
電
話
で
の
反
対
意
見
は
無

か
っ
た
。

②
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
歴
史

と
文
化
を
継
承
し
未
来
へ
繋
げ
て
い

く
た
め
に
、
町
民
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
て
70
周
年
を
一
緒
に
祝

い
、
盛
り
上
げ
る
も
の
に
し
た
い
。

③
庁
内
に
お
い
て
実
行
委
員
会
は

立
ち
上
げ
て
は
い
な
い
が
、
庁
議
の

中
で
検
討
し
事
業
の
選
定
は
行
っ

た
。
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
担

当
課
に
お
い
て
進
め
て
い
く
。

答
教
育
課
長

④
54
回
目
の
團
伊

玖
磨
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
町

政
施
行
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

令
和
７
年
の
３
月
15
日
に
公
演
予

定
。
演
目
は
﹁
夕
鶴
﹂
で
フ
ル
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
第
一
線
で
活
躍
す
る
プ

ロ
の
ソ
リ
ス
ト
を
招
き
、
そ
こ
に
島

内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
公
演

に
参
加
す
る
。
ま
た
、
小
中
学
生
を

招
待
し
て
、
﹁
夕
鶴
﹂
の
鑑
賞
教
室

を
行
う
。
町
制
70
周
年
記
念
事
業
と

一
般
質
問

３
月
18
日
　
質
問
者
10
人

各
質
問
者
の
録
画
映
像
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。掲
載

文
中
、表
現
が
硬
く
な
っ
て
い
る
部
分

が
あ
り
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



浅沼
あさぬま

清孝
きよたか

議員

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
形
で

支
援
を
行
っ
て
い
る
と
、
ご
理
解
願

う
。け

が
の
治
療
費
な
ど
に
つ
い
て

は
、
労
災
と
異
な
り
国
民
健
康
保
険

な
ど
の
保
険
証
が
使
え
る
の
で
、
高

額
医
療
費
制
度
を
利
用
で
き
る
。
生

活
資
金
に
関
し
て
は
、
八
丈
支
庁
の

中
に
生
活
困
窮
者
の
相
談
や
支
援
の

窓
口
が
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
を
通
じ

て
公
的
支
援
の
制
度
な
ど
を
ご
相
談

し
て
も
ら
う
と
い
う
方
法
が
良
い
か

と
思
う
。

問
温
泉
の
清
掃
作
業
は
、
高
齢
者

に
と
っ
て
負
担
が
重
す
ぎ
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
、
今
後
継
続
で
き
る
か

心
配
し
て
い
る
。
高
齢
者
に
見
合
っ

た
作
業
と
な
る
よ
う
、
作
業
内
容
を

検
討
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

答
町
営
温
泉
施
設
は
開
業
以
来
約

30
年
間
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
必
要

最
低
限
の
作
業
内
容
で
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
き
て
い
る

の
で
、
新
た
な
き
つ
い
作
業
が
増
え

た
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
反
対
に
必

要
な
作
業
を
減
ら
す
と
い
う
の
も
難

し
い
状
況
。

温
泉
施
設
で
就
業
し
て
い
る
会
員

問
作
業
中
に
け
が
を
し
た
場
合
、

損
害
賠
償
や
賃
金
の
補
償
に
つ
い
て

八
丈
町
か
ら
支
援
で
き
な
い
か
。

答
福
祉
健
康
課
長

八
丈
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
八
丈
町
と

は
独
立
し
た
公
益
社
団
法
人
で
あ
る

が
、
そ
の
運
営
に
必
要
な
人
件
費
や

事
務
費
な
ど
の
経
費
に
つ
い
て
、
東

京
都
と
町
が
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の
１
ず

つ
負
担
す
る
形
で
補
助
金
を
交
付

し
、
運
営
を
支
援
し
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

た
就
業
に
あ
た
っ
て
は
、
通
常
の
雇

用
関
係
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
会

員
一
人
一
人
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
の
間
に
請
負
や
委
任
の
契
約

を
結
ん
で
就
業
す
る
形
態
と
な
る
た

め
、
労
働
者
に
は
該
当
せ
ず
、
労
働

基
準
法
や
労
働
安
全
衛
生
法
が
適
用

さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

シ
ル
バ
ー
総
合
保
険
制
度
と
し
て
、

会
員
が
就
業
中
に
傷
害
な
ど
を
被
っ

た
場
合
に
補
償
を
行
う
﹁
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
団
体
傷
害
保
険
﹂
に

必
ず
加
入
し
て
い
る
の
で
、
制
度
に

基
づ
き
１
日
い
く
ら
と
い
う
通
院
保

障
や
入
院
保
障
、
１
つ
の
事
故
に
つ

き
い
く
ら
と
い
う
死
亡
・
後
遺
障

害
・
手
術
保
障
が
給
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
労
災
保
険
に
は

加
入
し
て
い
な
い
の
で
、
労
災
保
険

に
定
め
る
休
業
補
償
な
ど
は
支
給
さ

れ
な
い
。

﹁
作
業
中
の
け
が
に
対
す
る
損
害

補
償
や
賃
金
の
補
償
に
つ
い
て
八
丈

町
か
ら
支
援
を
﹂
と
い
う
こ
と
に
関

し
て
は
、
町
と
雇
用
関
係
の
な
い
シ

ル
バ
ー
会
員
の
方
に
、
町
が
補
償
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
シ
ル

バ
ー
会
員
が
加
入
し
て
い
る
﹁
シ
ル

バ
ー
総
合
保
険
制
度
﹂
に
基
づ
く

﹁
団
体
傷
害
保
険
﹂
や
﹁
賠
償
責
任

保
険
﹂
の
掛
け
金
は
、
都
と
町
か
ら

交
付
し
て
い
る
補
助
金
の
補
助
対
象

と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
一
部
を
補
助

個
人
個
人
の
体
調
や
体
力
の
変
化
に

よ
り
、
従
来
通
り
の
作
業
が
き
つ
く

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
シ
ル

バ
ー
側
の
設
定
す
る
ひ
と
り
当
た
り

の
作
業
量
が
変
化
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

シ
ル
バ
ー
会
員
の
就
業
内
容
に
つ
い

て
町
か
ら
指
図
を
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
温
泉
業
務
に
従
事
し
て

い
る
シ
ル
バ
ー
会
員
と
、
町
が
温
泉

業
務
を
委
託
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
で
よ
く
相
談
し
、
会

員
さ
ん
の
力
量
に
見
合
っ
た
、
就
業

先
の
変
更
、
あ
る
い
は
高
齢
者
に
見

合
っ
た
作
業
内
容
と
な
る
よ
う
な
作

業
分
担
や
人
員
配
置
の
見
直
し
を
検

討
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
側
と
も
課
題
を
共
有

し
、
改
善
を
促
し
て
い
く
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

労
働
環
境
の
改
善
を

一 般 質 問
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昨
年
は
、
多
く
の
町
職
員
が
退
職

し
た
。
そ
の
こ
と
も
大
き
な
問
題
だ

が
、
そ
の
後
抜
本
的
な
改
善
策
が
と

ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
の
行
政

運
営
が
心
配
に
な
る
。

問
今
、
町
職
員
は
何
人
で
何
人
不

足
し
て
い
る
か
。
確
保
の
見
込
み
は

あ
る
か
。

答
総
務
課
長

庁
内
の
事
務
職
員

は
１
１
５
人
で
12
人
の
不
足
が
あ

る
。
経
験
者
や
年
長
者
︵
59
歳
ま

で
︶
を
採
用
す
る
な
ど
柔
軟
に
対
応

し
た
結
果
、
確
保
に
近
づ
い
て
い

る
。

問
12
月
議
会
で
企
画
財
政
課
長
が

提
案
し
た
﹁
地
方
創
生
本
部
会
議
﹂

は
何
回
行
わ
れ
た
か
。

﹁
役
場
内
部
の
職
員
間
の
意
見
を

集
約
で
き
る
体
制
づ
く
り
﹂
の
具
体

策
は
。

答
地
方
創
生
本
部
会
議
︵
以
下

﹁
地
創
﹂
と
い
う
。
︶
は
昨
秋
よ
り

５
回
開
か
れ
、
う
ち
４
回
は
サ
ス
テ

ナ
事
業
の
予
算
事
業
内
容
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
る
︵
特
別
職
と
管
理

職
︶
。
職
員
間
の
意
見
集
約
に
つ
い

て
は
、
係
長
級
を
中
心
に
﹁
地
創
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
﹂
を
設
置
す

る
。

問
職
場
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
の

待
遇
改
善
策
は
あ
る
か
。

答
業
務
負
担
を
減
ら
し
、
働
き
が

い
が
実
感
で
き
る
よ
う
整
備
し
た

い
。
今
年
度
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修

を
実
施
し
た
。
今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
意
見
集
約
か
ら
取
り
組
む
。

答
町
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト

が
な
く
な
り
職
員
間
の
交
流
も
減
っ

た
。
担
当
職
員
、
係
長
の
声
を
吸
い

上
げ
る
体
制
が
な
か
っ
た
の
で
、
今

後
は
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

問
職
員
の
得
意
分
野
を
把
握
し
、

そ
の
意
に
即
し
た
職
場
を
配
置
す
る

奥山
おくやま

幸子
さちこ

議員

町
職
員
の
労
働
環
境
の
改
善

に
つ
い
て

一 般 質 問
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こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。
専
門
的
能

力
を
伸
ば
し
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育

て
る
考
え
は
な
い
か
。

答
副
町
長
　
資
格
や
異
動
希
望
を

考
慮
し
て
い
る
が
、
人
員
不
足
で
希

望
通
り
に
は
い
か
な
い
。
事
務
分
担

か
ら
始
め
る
が
機
構
改
革
も
考
え

る
。
複
線
型
人
事
も
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
技
師
採
用
も
育

て
た
あ
と
退
職
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

難
し
い
面
が
あ
る
。

問
旅
費
の
緩
和
策
と
宿
泊
費
の
増

額
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
出
張
時
の
前
乗
り
と
後
乗
り
の

緩
和
策
に
つ
い
て
は
運
用
で
す
で
に

改
善
で
き
て
い
る
の
で
変
更
す
る
考

え
は
な
い
。
現
在
１
万
１
０
０
０
円

の
宿
泊
費
に
つ
い
て
は
、
物
価
上
昇

や
地
方
出
張
な
ど
を
考
慮
し
増
額
を

検
討
し
た
い
。

１
月
に
突
然
岩
渕
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

閉
院
に
な
っ
た
。
医
師
の
死
去
に
よ

る
も
の
で
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
は

あ
る
が
、
閉
院
の
影
響
は
大
き
く
、

住
民
に
困
惑
と
心
配
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
八
丈
病
院
の
人
的
負
担
と
患

者
の
時
間
的
精
神
的
負
担
は
大
き
い

と
同
時
に
、
民
間
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

継
続
を
望
む
声
は
日
に
日
に
高
ま
っ

て
い
る
。
町
と
し
て
、
住
民
の
要
望

に
ど
の
よ
う
に
応
え
た
い
と
考
え
て

い
る
か
。

問
民
間
の
診
療
所
と
ど
の
よ
う
な

連
携
を
と
っ
て
い
た
か
。

答
病
院
事
務
長
　
在
宅
か
ら
の
入

院
と
在
宅
医
療
︵
訪
問
・
看
護
︶
を

希
望
の
方
、
介
護
度
の
高
い
方
な
ど

の
紹
介
を
行
っ
て
お
り
地
域
医
療
の

連
携
は
で
き
て
い
た
。

問
民
間
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
継
続
の
実

現
に
何
ら
か
の
支
援
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
か
。

答
継
承
の
希
望
が
あ
る
医
療
機
関

と
情
報
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
連
携

は
続
け
て
い
く
。

民
間
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
継
続
を



問
施
政
方
針
に
、
Ｄ
Ｘ
の
活
用
・

推
進
が
示
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
は
、

新
し
い
プ
ロ
セ
ス
導
入
に
よ
っ
て
、

住
民
の
利
便
性
向
上
や
職
員
の
業
務

効
率
化
な
ど
の
課
題
解
決
を
図
る
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︵
変

革
・
変
容
︶
が
目
的
で
あ
り
、
デ
ジ

タ
ル
は
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は
な

い
。
変
容
・
変
革
の
た
め
に
、
ま
ず

は
行
財
政
改
革
会
議
な
ど
を
設
置

し
、
課
題
の
整
理
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
。
ま
た
職
員
不
足
の
中
、
外
部

資
源
の
積
極
的
活
用
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
副
町
長
　
令
和
２
年
か
ら
、
事

務
事
業
共
同
化
等
に
関
す
る
検
討
を

東
京
都
や
各
町
村
及
び
関
係
者
に
よ

り
推
進
す
る
た
め
、
﹁
島
し
ょ
町
村

に
お
け
る
事
務
事
業
の
共
同
化
等
検

討
会
﹂
が
設
置
さ
れ
、
各
町
村
の
シ

ス
テ
ム
に
か
か
わ
る
業
務
を
中
心
に

細
部
に
わ
た
る
業
務
フ
ロ
ー
の
現
状

把
握
と
分
析
が
行
わ
れ
て
お
り
、
既

に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
が
活
用

問
施
政
方
針
に
お
い
て
、
役
場
内

部
の
立
て
直
し
の
た
め
に
職
員
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
発
化
や

職
員
間
の
意
見
集
約
態
勢
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
対

応
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
方
法
は
。
事

前
に
、
他
自
治
体
の
取
組
例
な
ど
の

資
料
も
提
供
し
て
い
る
が
い
か
が

か
。

答
副
町
長

職
員
か
ら
の
意
見
集

約
に
つ
い
て
、
毎
年
職
員
組
合
で
要

望
を
と
り
ま
と
め
る
に
あ
た
り
職
員

か
ら
自
由
意
見
を
吸
い
上
げ
て
い

る
。
そ
れ
と
は
別
に
﹁
職
員
の
能

力
・
意
欲
の
向
上
﹂
を
図
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
の
意
見
集
約
に

つ
い
て
、
実
施
に
向
け
て
準
備
を
し

て
い
る
。
検
討
に
は
職
員
へ
の
業
務

負
荷
が
当
然
か
か
る
こ
と
で
も
あ

り
、
早
期
に
具
体
的
な
方
針
や
方
向

性
の
提
示
ま
で
到
達
さ
せ
る
た
め

に
、
外
部
資
源
の
積
極
的
活
用
、
お

金
を
か
け
て
進
め
る
べ
き
か
お
金
を

か
け
な
い
範
囲
で
外
部
資
源
を
活
用

す
る
方
法
も
あ
る
の
で
、
自
力
で
方

針
・
方
向
性
を
つ
く
り
あ
げ
る
の
か

等
を
含
め
庁
内
で
の
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。
一
方
、
ま
だ
内
部
で
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
い
な
い
状
況
の

中
、
い
つ
ま
で
に
何
を
と
い
っ
た
回

答
は
で
き
な
い
。

問
町
長
と
一
般
職
員
の
一
対
一
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

職
員
側
の
心
理
的
負
担
を
考
慮
し
て

い
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
が
、
心
理

的
負
担
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
す
べ
き

か
か
ら
始
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

答
当
方
は
心
理
的
圧
迫
感
を
与
え

て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
受
け

手
が
ど
う
感
じ
る
か
の
問
題
な
の

で
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
工
夫
し

て
い
き
た
い
。

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
度

に
は
東
京
都
に
よ
る
町
村
支
援
と
し

て
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
調
査
分
析
や

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
検
討
と
い
う
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
す
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
都
と
相
談
を
し
て
い
る
。

町
役
場
の
組
織
運
営
に
つ
い

て

Ｄ
Ｘ
︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︶
と
行

財
政
改
革
に
つ
い
て

一 般 質 問
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問
複
数
議
員
か
ら
各
種
会
合
へ
の

町
長
の
参
加
に
つ
い
て
意
義
や
成
果

な
ど
を
示
す
よ
う
求
め
て
い
た
が
、

実
現
さ
れ
て
い
な
い
。
何
故
で
き
な

い
の
か
、
し
な
い
の
か
。

答
副
町
長

広
報
や
八
丈
町
Ｈ
Ｐ

に
お
け
る
﹁
町
長
の
コ
ー
ナ
ー
﹂
に

つ
い
て
は
設
置
準
備
を
し
て
い
る
。

他
の
自
治
体
首
長
の
事
例
に
も
あ
る

よ
う
に
、
出
張
用
務
に
限
ら
ず
、
島

内
で
の
行
事
な
ど
へ
の
参
加
も
含
め

た
情
報
提
供
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
議
会
で
提
示
さ
れ
る
資
料
に
つ

い
て
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
向
け
も

含
め
、
利
用
者
目
線
が
不
足
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

答
各
課
で
工
夫
は
し
て
い
る
が
、

概
ね
前
例
踏
襲
で
作
成
し
て
い
る
。

改
善
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

情
報
開
示
に
つ
い
て



問
法
定
耐
用
年
数
を
超
え
て
い
る

管
と
、
耐
震
改
修
が
行
わ
れ
て
い
な

い
管
を
合
わ
せ
て
何
㌔
㍍
に
な
り
、

そ
の
整
備
費
用
は
概
算
数
値
で
い
く

ら
に
な
る
か
。
ま
た
10
年
計
画
で
行

わ
れ
て
い
る
令
和
11
年
度
に
完
了
す

る
計
画
の
未
整
備
老
朽
管
更
新
の
令

和
５
年
度
ま
で
の
進
捗
状
況
は
。

答
公
営
企
業
管
理
者

令
和
４
年

度
末
の
導
水
管
、
送
水
管
、
配
水
管

を
合
わ
せ
た
総
延
長
は
、
２
２
３
・

１
㌔
㍍
。
そ
の
う
ち
、
耐
震
化
さ
れ

て
い
な
い
管
は
１
４
８
・
４
㌔
㍍
と

な
り
、
そ
の
未
耐
震
化
管
の
う
ち

で
、
法
定
耐
用
年
数
を
超
過
す
る
管

の
延
長
は
70
・
４
㌔
㍍
。
耐
震
化
率

と
し
て
は
33
・
５
％
に
な
る
。
令
和

５
年
度
に
お
い
て
は
、
約
２
億
１
３

０
０
万
円
の
整
備
費
用
を
か
け
、
約

１
・
３
㌔
㍍
の
耐
震
化
を
完
了
し

た
。来

年
度
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和

８
年
度
ま
で
３
か
年
の
耐
震
化
計
画

と
し
て
、
導
水
管
、
送
水
管
、
配
水

管
約
４
・
９
㌔
㍍
を
、
約
７
億
５
０

０
０
万
円
で
整
備
す
る
方
針
。
東
京

都
の
老
朽
管
更
新
事
業
の
補
助
採
択

要
件
が
、
10
年
間
で
管
路
総
延
長
の

５
％
以
上
を
更
新
す
る
も
の
と
さ
れ

て
お
り
、
平
成
29
年
度
時
点
で
の
管

路
総
延
長
２
２
４
㌔
㍍
の
５
％
で
あ

る
11
・
２
㌔
㍍
を
、
令
和
６
年
度
の

事
業
計
画
２
・
３
㌔
㍍
の
更
新
に

よ
っ
て
、
達
成
で
き
る
の
で
、
計
画

ど
お
り
の
進
捗
と
考
え
て
い
る
。

問
水
道
事
業
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

事
業
者
が
入
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

八
丈
町
に
対
し
て
大
川
浄
水
場
建
設

に
あ
た
り
水
源
か
ら
の
配
管
改
修
、

更
新
の
相
談
が
な
か
っ
た
の
か
。

答
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
か
ら
の

相
談
は
特
段
な
か
っ
た
。
町
と
し
て

も
、
水
源
か
ら
浄
水
場
ま
で
の
導
水

管
な
ど
の
老
朽
化
に
つ
い
て
は
、
改

修
の
必
要
性
を
重
々
承
知
し
て
お

会
で
も
富
士
中
や
大
中
の
生
徒
が
発

表
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
こ
な
し
て

い
た
。
そ
の
ほ
か
富
士
中
学
校
の
生

徒
が
作
成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
日

本
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ア
ワ
ー
ド
の
優
秀
賞

な
ど
を
受
賞
し
、
現
在
、
富
士
中
学

校
は
生
成
型
Ａ
Ｉ
︵
人
口
知
能
︶
の

学
習
を
進
め
て
い
る
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

︵
学
校
運
営
協
議
会
︶
の
役
割
は
、

校
長
が
作
成
す
る
学
校
運
営
の
基
本

方
針
を
承
認
す
る
こ
と
や
、
学
校
運

営
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
ま
た
は

校
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。
そ
の
協
議
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
は
、
校
長
の
意
見
を
反
映
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
現
在
校
長

が
人
選
を
進
め
て
い
る
。

三
原
小
中
学
校
は
、
三
原
学
園
と

し
て
一
つ
の
協
議
会
、
そ
の
他
の
学

校
は
、
学
校
単
位
で
協
議
会
を
設
置

す
る
予
定
。
八
丈
町
は
、
６
、
７
年

度
中
に
全
校
に
協
議
会
を
設
置
す
る

こ
と
を
目
標
に
進
め
て
い
る
。

淺沼隆章
あさぬま たかあき

議員

水
道
事
業
の
進
捗
と
合
理
的

な
事
業
改
善
を
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り
、
経
路
は
約
１
・
６
㌔
㍍
で
、
場

所
に
よ
っ
て
は
重
機
が
入
れ
な
い
部

分
も
あ
り
、
ま
た
民
有
地
も
数
カ
所

あ
る
た
め
、
地
権
者
と
の
調
整
、
新

経
路
の
検
討
な
ど
も
視
野
に
い
れ
る

と
、
着
手
ま
で
に
相
当
の
時
間
を
要

す
る
と
考
え
て
い
る
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

◎
効
率
的
に
工
事
を
行
う
た
め
に
八

丈
町
は
指
定
水
道
事
業
者
と
島
内
全

域
の
管
路
図
を
情
報
共
有
し
、
守
秘

義
務
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
が
な
さ

れ
て
い
る
か

◎
水
不
足
が
生
ま
れ
て
い
る
原
因
の

特
定
と
、
対
策
に
つ
い
て
 
な
ど

︵
詳
し
く
は
youtube参
照
︶

問
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
の
効
果

と
実
績
。

答
教
育
課
長
　
導
入
か
ら
３
年
が

経
ち
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
文
房
具

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
三
小
の
子

ど
も
た
ち
は
抵
抗
な
く
自
由
進
度
学

習
を
行
っ
て
お
り
、
先
日
の
方
言
大

八
丈
町
教
育
計
画
の
状
況
と

今
後
の
方
針
に
つ
い
て



津
波
救
命
艇
は
洞
輪
沢
地
区
の
住

民
に
説
明
会
は
開
か
れ
承
認
さ
れ
た

と
思
う
が
、
設
置
後
の
運
用
な
ど
に

多
く
の
課
題
が
あ
る
と
思
う
の
で
質

問
す
る
。

問
津
波
救
命
艇
の
定
員
は
25
名
だ

が
、
住
民
以
外
に
帰
省
し
た
家
族
や

サ
ー
フ
ァ
ー
の
乗
れ
る
余
裕
は
あ
る

か
。

答
総
務
課
長

定
員
の
25
名
は
椅

子
の
数
で
、
ス
ペ
ー
ス
に
定
員
を
超

え
て
乗
る
こ
と
は
で
き
る
。

問
津
波
救
命
艇
へ
避
難
を
呼
び
掛

け
る
防
災
無
線
は
ど
の
よ
う
に
運
用

す
る
か
。

答
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

防
災
無
線
で
避
難
を
呼
び
か
け
、
道

路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
に
津
波
救
命

艇
へ
の
避
難
を
周
知
す
る
方
法
を
検

討
す
る
。

問
他
の
自
治
体
の
設
置
場
所
を

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
確
認
し
た
ら
、

設
置
は
平
坦
な
場
所
で
明
ら
か
に
洞

輪
沢
と
は
違
う
。
今
回
の
津
波
救
命

艇
設
置
は
道
路
の
が
け
崩
れ
を
想
定

し
て
い
る
が
、
八
丈
島
に
近
い
震
源

で
は
津
波
は
数
分
で
到
達
す
る
と
思

わ
れ
る
。

設
置
予
定
の
公
衆
ト
イ
レ
の
横
の

駐
車
場
は
海
ま
で
の
高
さ
は
５
㍍
以

上
あ
り
海
岸
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
岩

で
、
津
波
救
命
艇
の
強
度
は
十
分

あ
っ
て
も
、
５
㍍
以
上
の
高
さ
か
ら

落
下
す
る
衝
撃
に
乗
っ
て
い
る
人
は

耐
え
ら
れ
る
の
か
。

大
津
波
警
報
が
出
る
と
テ
レ
ビ
で

は
一
刻
も
早
く
海
岸
か
ら
離
れ
高
台

へ
の
避
難
を
呼
び
か
け
る
が
、
町
で

作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
設

置
予
定
の
場
所
の
津
波
の
高
さ
は
５

～
10
㍍
を
想
定
し
て
い
る
。
洞
輪
沢

の
多
く
の
民
家
は
５
㍍
の
場
所
に
あ

り
、
高
台
か
ら
海
側
へ
の
避
難
は
間

違
い
で
は
な
い
か
。

答
設
置
場
所
は
確
定
で
は
な
く
現

在
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
津
波
救
命
艇
に
食
糧
や
水
の
他

に
ど
の
よ
う
な
物
を
何
日
分
装
備
し

ま
す
か
。

答
定
員
分
の
食
糧
な
ど
１
週
間
分

の
他
に
応
急
医
療
具
や
予
備
の
電
池

な
ど
を
装
備
す
る
。

問
津
波
救
命
艇
設
置
後
に
避
難
訓

練
を
定
期
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
毎
年
行
う
か
。

答
津
波
救
命
艇
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
講
習
会
や
訓
練
な
ど
今
後

検
討
す
る
。

問
災
害
を
想
定
し
て
設
置
さ
れ
る

の
で
何
時
で
も
誰
で
も
使
え
る
状
況

に
あ
る
と
思
う
。
い
た
ず
ら
や
故
意

に
食
糧
な
ど
持
ち
出
さ
れ
、
い
ざ
と

い
う
時
に
機
能
し
な
い
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
。
日
ご
ろ
の
点
検
や
管
理
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
製
造
者
が
示
す
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
点
検
し
品
質
性
能
の
維

持
に
努
め
る
。
洞
輪
沢
地
区
の
方
に

協
力
し
て
も
ら
い
、
鍵
の
管
理
や
備

蓄
品
に
つ
い
て
は
調
整
を
図
り
た

い
。

問
津
波
救
命
艇
に
よ
り
人
命
が
助

か
っ
た
例
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
と
思

わ
れ
る
。
本
当
に
設
置
が
有
効
な
の

か
町
の
職
員
を
設
置
し
た
他
の
自
治

体
に
派
遣
し
て
検
証
し
て
か
ら
発
注

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
町
長
　
職
員
を
派
遣
し
て
検
証

し
た
い
と
思
う
。

洞
輪
沢
地
区
に
設
置
予
定
の

津
波
救
命
艇
の
運
用
と
有
効

性
に
つ
い
て

一 般 質 問
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令和 6年度救命艇購入予算
約 1,000万円
約 1,000万円

船体価格
海上・陸上運搬費



10
月
15
日
に
防
災
訓
練
が
中
之
郷

に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

問
東
京
消
防
庁
に
よ
れ
ば
、
令
和

５
年
度
の
緊
急
車
両
の
要
請
数
は
過

去
最
高
と
な
り
、
特
に
高
齢
者
に
よ

る
要
請
が
増
加
し
て
い
る
と
伺
っ

た
。
救
急
車
の
要
請
状
況
は
。

答
消
防
長

昨
年
の
救
急
車
出
動

件
数
は
５
１
５
件
、
う
ち
医
師
が
初

診
で
軽
症
と
判
断
し
た
も
の
は
１
７

６
件
。
こ
の
う
ち
救
急
隊
が
救
急
搬

送
の
必
要
性
が
低
か
っ
た
と
判
断
し

た
の
は
40
件
。
た
だ
し
緊
急
搬
送
が

適
正
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
も
の
で

は
な
い
。

問
救
急
搬
送
要
請
の
増
減
は
ど
の

よ
う
な
傾
向
が
あ
る
か
。
 職
員
に

負
担
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

か
。
病
院
の
受
け
入
れ
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
過
去
10
年
は
横
ば
い
。
令
和
４

年
は
過
去
最
多
で
５
８
０
件
。
平
均

す
る
と
４
８
０
か
ら
４
９
０
件
。
令

和
５
年
度
若
干
の
増
加
が
あ
る
。
高

齢
者
の
搬
送
が
多
い
。
病
院
の
受
け

入
れ
は
、
救
急
搬
送
が
重
な
る
場
合

も
あ
る
が
対
応
で
き
て
い
る
。

問
消
防
本
部
の
女
性
職
員
の
仮
眠

室
は
快
適
性
に
欠
け
る
の
で
は
。
今

後
の
改
善
方
針
は
。

答
消
防
は
空
港
消
防
庁
舎
に
お
い

て
自
治
体
消
防
と
空
港
消
防
を
兼

務
。
空
港
消
防
署
の
庁
舎
の
た
め
24

時
間
勤
務
の
職
員
が
夜
間
に
当
直
す

る
よ
う
な
設
計
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
現
在
消
防
職
員
数
は
27
名
、
内

２
名
が
女
性
。
仮
眠
室
は
男
女
別
と

な
っ
て
い
る
が
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
状

況
。
今
後
抜
本
的
な
改
善
を
行
う
予

定
で
、
来
年
度
設
計
の
消
防
車
庫
に

職
員
の
仮
眠
室
を
設
置
す
る
予
定
。

問
消
防
団
詰
め
所
女
性
ト
イ
レ
整

備
の
予
定
は
。

答
来
年
度
三
根
分
団
の
女
性
ト
イ

問
今
後
地
熱
発
電
以
外
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
検
討
す
る
こ

と
は
あ
る
か
。

答
地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
条
例
で
は
地
熱
以
外
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
活
用
対
象
と
し
て
い

る
が
、
今
は
オ
リ
ッ
ク
ス
の
地
熱
開

発
を
優
先
さ
せ
て
い
く
方
針
に
変
わ

り
な
い
。
 た
だ
し
国
や
東
京
都
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
み
を

し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
動
向
を
見

な
が
ら
、
地
熱
以
外
の
も
の
に
つ
い

て
も
連
携
、
協
力
す
る
可
能
性
も
あ

る
。■

そ
の
後
、
３
月
28
日
の
全
員
協

議
会
に
お
い
て
オ
リ
ッ
ク
ス
か
ら
令

和
６
年
度
中
に
掘
削
で
き
る
可
能
性

の
あ
る
候
補
先
が
見
つ
か
り
協
議
を

進
め
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

消
防
本
部
事
業
に
つ
い
て

一 般 質 問
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レ
の
増
築
を
行
う
。
大
賀
郷
分
団
に

５
名
、
中
之
郷
に
は
１
名
女
性
が
在

籍
。
今
後
検
討
す
る
。

八
丈
町
基
本
構
想
﹁
都
市
基
盤
﹂

の
中
で
は
﹁
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
向
上
を
目
指
し
、
開
発
事
業

者
と
の
協
働
に
よ
り
、
新
た
な
地
熱

発
電
所
を
推
進
﹂
と
あ
る
。

問
２
０
１
７
年
よ
り
オ
リ
ッ
ク
ス

が
事
業
を
開
始
し
、
２
０
２
１
年
に

生
産
井
、
還
元
井
を
掘
削
し
た
も
の

の
生
産
井
の
能
力
を
確
保
で
き
な

か
っ
た
。
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
企
画
財
政
課
企
画
情
報
係
長

地
熱
開
発
に
つ
い
て
は
深
い
深
度
や

硫
化
水
素
に
対
応
で
き
る
掘
削
事
業

者
が
国
内
で
も
限
ら
れ
お
り
５
社
程

度
と
の
こ
と
。
昨
今
の
社
会
情
勢
で

他
の
地
域
で
も
地
熱
開
発
の
需
要
の

高
ま
り
が
あ
り
、
調
整
が
難
航
し
て

い
る
。
オ
リ
ッ
ク
ス
と
し
て
は
早
期

掘
削
に
向
け
て
複
数
の
事
業
者
と
調

整
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
掘

削
時
期
の
確
定
に
は
至
っ
て
い
な

い
。 再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
今
後
は



バ
ー
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
音

響
に
配
慮
さ
れ
て
い
て
、
運
動
も
で

き
る
施
設
の
設
置
は
、
た
い
へ
ん
む

ず
か
し
い
と
考
え
て
い
る
。
既
存
の

施
設
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

問
お
じ
ゃ
れ
ホ
ー
ル
の
小
規
模
版

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。

八
丈
高
校
に
は
視
聴
覚
ホ
ー
ル
、

問
お
じ
ゃ
れ
ホ
ー
ル
が
完
成
し
て

か
ら
10
年
、
文
化
活
動
の
盛
ん
な
八

丈
島
で
は
、
使
用
頻
度
も
高
く
島
外

か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
大
き
す
ぎ
る
た
め
に
小

中
規
模
の
サ
ー
ク
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
、

柔
・
剣
道
、
音
楽
の
発
表
会
に
使
え

る
場
所
が
な
い
。
住
民
か
ら
の
要
望

も
あ
る
の
で
公
民
館
や
学
校
の
改
築

建
築
時
に
、
併
設
す
る
な
ど
小
ホ
ー

ル
の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

町
の
考
え
を
問
う
。

答
教
育
課
長

現
在
の
と
こ
ろ
多

目
的
小
ホ
ー
ル
を
新
た
に
設
置
す
る

事
業
計
画
は
な
い
。
例
え
ば
、
音
響

に
配
慮
さ
れ
、
運
動
も
可
能
な
設
備

を
公
民
館
や
学
校
施
設
に
併
設
す
る

と
な
る
と
、
お
じ
ゃ
れ
ホ
ー
ル
よ
り

一
回
り
、
二
回
り
小
さ
い
ホ
ー
ル
で

あ
っ
て
も
高
額
な
設
備
投
資
が
必
要

に
な
る
の
と
、
施
設
に
対
す
る
小

ホ
ー
ル
の
占
め
る
面
積
が
大
き
く
な

る
た
め
敷
地
の
確
保
の
問
題
も
出
て

く
る
の
で
実
現
は
む
ず
か
し
い
状

況
。ま

た
、
音
響
に
は
目
を
つ
ぶ
っ
て

運
動
で
き
る
施
設
と
な
る
と
、
公
民

館
の
集
会
室
や
学
校
の
体
育
館
で
カ

挌
技
棟
︵
現
・
武
道
場
︶
が
あ
る

が
、
生
徒
さ
ん
が
校
内
に
い
る
時
間

帯
は
貸
し
出
し
が
さ
れ
な
い
。
お

じ
ゃ
れ
ホ
ー
ル
の
後
ろ
側
に
、
島
外

か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団
体
の
合

宿
の
受
け
入
れ
の
た
め
に
必
要
な
小

規
模
施
設
を
作
る
こ
と
が
理
想
。
お

じ
ゃ
れ
ホ
ー
ル
は
大
き
す
ぎ
て
使
え

ず
、
整
備
を
要
望
す
る
。

答
要
望
に
関
し
て
は
検
討
す
る
。

多
目
的
小
ホ
ー
ル
の
建
設
に

つ
い
て

一 般 質 問
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八丈高校格技棟（現・武道場）・武道大会

八丈島警察署道場・武道大会



令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
、
平
成

23
年
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の

方
が
罹
災
さ
れ
た
。
八
丈
島
も
昭
和

47
年
に
最
大
震
度
５
と
６
の
地
震
が

発
生
。
昭
和
50
年
13
号
台
風
は
、
瞬

間
最
大
風
速
67
・
８
㍍
を
記
録
し
大

災
害
と
な
っ
た
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震

は
２
０
３
０
年
～
２
０
４
０
年
に
起

こ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

問
過
去
の
災
害
を
知
り
、
忘
れ
な

い
た
め
に
、
写
真
や
デ
ー
タ
を
展
示

し
、
日
頃
の
備
え
の
き
っ
か
け
や
ヒ

ン
ト
と
な
る
防
災
訓
練
を
。

答
総
務
課
長

過
去
の
災
害
を
知

り
、
忘
れ
な
い
た
め
に
写
真
や
デ
ー

タ
を
展
示
し
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を

感
じ
て
も
ら
う
取
り
組
み
は
、
過
去

の
災
害
を
知
ら
な
い
方
、
ま
た
八
丈

に
移
住
さ
れ
て
来
た
方
の
意
識
向
上

に
役
立
つ
。
防
災
訓
練
な
ど
で
住
民

に
伝
え
る
方
法
を
、
防
災
会
議
に
お

い
て
も
検
討
す
る
。

問
以
前
、
被
災
地
支
援
に
町
職
員

を
派
遣
し
た
。
そ
の
時
の
経
験
を
伝

え
る
こ
と
も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

被
災
時
の
﹁
自
助
﹂
へ
の
備
え
・
知

る
・
忘
れ
な
い
が
重
要
。

答
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
、

災
害
の
講
演
を
や
っ
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
講
演
を
聞
い
て
、
気
を
付
け
な

け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
と

思
う
。
﹁
自
助
﹂
の
大
切
さ
を
伝
え

る
よ
う
取
り
組
む
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
吹
き
付
け
材
や

保
温
材
、
天
井
板
や
ビ
ニ
ル
床
タ
イ

ル
等
の
内
装
材
に
利
用
さ
れ
て
い
た

が
、
健
康
障
害
の
可
能
性
が
あ
る
た

め
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
。

問
家
屋
な
ど
の
解
体
の
際
は
、
調

査
と
除
去
工
事
が
必
要
で
、
多
額
の

費
用
が
所
有
者
の
大
き
な
負
担
。
東

京
都
の
補
助
制
度
は
天
井
板
や
ビ
ニ

ル
床
タ
イ
ル
な
ど
は
対
象
外
。
家
屋

場
合
助
成
制
度
が
あ
る
。
そ
の
区
市

の
助
成
事
業
に
東
京
都
が
補
助
す
る

制
度
が
あ
る
。

建
物
解
体
は
、
東
京
都
が
直
接
所

管
だ
が
、
直
接
の
助
成
制
度
は
な

い
。
建
物
解
体
に
伴
う
調
査
及
び
除

去
工
事
並
び
に
廃
棄
処
理
費
も
八
丈

町
単
独
で
処
理
ル
ー
ト
な
ど
を
確
立

す
る
の
は
困
難
で
、
現
時
点
で
は
、

助
成
困
難
と
の
回
答
と
な
る
。

ど
の
島
嶼
町
村
も
助
成
制
度
を
有

し
て
な
い
が
、
環
境
部
会
な
ど
で
情

報
を
共
有
し
今
後
も
注
視
し
て
い

く
。

問
軽
微
な
工
事
で
壁
に
穴
を
あ
け

る
場
合
で
も
調
査
と
飛
散
防
止
対
策

が
必
要
で
、
多
額
の
費
用
が
か
か

る
。
対
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

答
事
業
所
に
は
影
響
が
あ
る
と
認

識
、
都
環
境
局
に
働
き
か
け
、
事
業

所
向
け
に
講
習
会
を
開
催
し
た
。
２

月
の
島
嶼
部
環
境
部
会
で
協
議
し

た
。
島
嶼
部
全
体
の
廃
棄
物
行
政
に

と
っ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
は
重
大
な
影
響

が
あ
る
。
引
き
続
き
島
嶼
部
の
課
題

と
し
て
検
討
す
る
。

八
丈
町
防
災
訓
練
に
つ
い
て
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の
解
体
に
対
す
る
仕
組
み
を
考
え
て

ほ
し
い
。

答
住
民
課
長

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材

は
、
吹
き
付
け
石
綿
︵
レ
ベ
ル

１
︶
、
石
綿
含
有
断
熱
材
な
ど
︵
レ

ベ
ル
２
︶
、
石
綿
含
有
仕
上
塗
料
材

や
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
な
ど
︵
レ

ベ
ル
３
︶
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
等

の
法
令
の
規
制
対
象
で
、
飛
散
防
止

対
策
と
し
て
、
一
般
住
宅
の
改
修
や

解
体
、
日
曜
大
工
も
含
み
す
べ
て

が
、
有
資
格
者
の
事
前
調
査
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
扱
い
と
な

る
レ
ベ
ル
１
と
レ
ベ
ル
２
の
廃
棄
に

は
、
保
管
か
ら
処
分
ま
で
、
特
別
な

注
意
を
要
す
る
ほ
か
、
日
曜
大
工
に

よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
レ
ベ
ル
３
の
一

般
廃
棄
物
も
、
当
町
の
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
は
、
焼
却
処
理
が
困
難
。

産
業
廃
棄
物
と
同
様
に
有
資
格
業
者

に
委
託
す
る
な
ど
、
個
別
に
処
理
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

事
前
調
査
や
工
事
届
の
対
象
窓
口

と
な
っ
て
い
な
い
島
嶼
部
及
び
多
摩

地
域
の
町
村
を
除
き
、
令
和
５
年
４

月
現
在
で
、
自
治
体
に
よ
り
助
成
対

象
に
違
い
が
あ
る
が
、
共
通
す
る
と

こ
ろ
で
は
、
レ
ベ
ル
１
に
該
当
す
る

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
及
び
含
有

廃
材
除
去
工
事
に
つ
い
て



で
20
件
あ
っ
た
。
電
話
や
メ
ー
ル
に

よ
る
問
い
合
わ
せ
は
月
４
〜
５
件
ほ

ど
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
基
本
的
に

﹁
八
丈
物
語
﹂
を
利
用
し
て
検
討
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
た

め
、
移
住
に
至
っ
た
か
ど
う
か
の
追

跡
ま
で
は
し
て
い
な
い
。

問
町
営
住
宅
や
教
職
員
住
宅
の
空

き
部
屋
の
有
効
活
用
の
検
討
は
な
い

か
。

答
町
営
住
宅
は
２
０
２
４
年
３
月

５
日
現
在
で
総
戸
数
が
４
２
５
あ

り
、
48
戸
空
き
が
あ
る
。
公
営
住
宅

法
や
補
助
金
な
ど
の
利
用
も
あ
り
、

物
件
に
よ
っ
て
は
そ
の
返
還
な
ど
の

問
題
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
。

民
間
業
者
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
が

バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
検
討
の
余
地

は
残
し
た
い
。
教
職
員
住
宅
は
東
京

都
の
教
育
委
員
会
の
所
管
。
移
住
者

へ
の
提
供
は
む
ず
か
し
い
と
の
こ

と
。令

和
６
年
度
、
都
立
八
丈
高
等
学

校
の
入
学
者
数
が
32
人
と
伺
っ
た
。

40
人
を
切
る
と
ク
ラ
ス
減
に
陥
る
可

能
性
が
高
い
。

浅沼
あさぬま

碧海
あおみ

議員

問
令
和
６
年
度
、
町
と
し
て
特
に

注
力
し
て
い
る
政
策
は
。

答
町
長

職
員
採
用
を
一
番
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
対
応
策
を
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
人
員
不
足
の

中
で
も
町
役
場
の
機
能
を
低
下
さ
せ

な
い
た
め
に
、
庁
内
の
組
織
機
構
改

革
を
行
う
こ
と
で
行
政
課
題
に
的
確

に
対
応
し
、
施
策
の
推
進
に
適
し
た

効
率
的
な
事
務
執
行
体
制
を
整
え
て

い
き
た
い
。

問
任
期
中
に
成
し
遂
げ
た
い
こ
と

は
。

答
人
口
減
少
が
進
む
中
、
将
来
を

見
据
え
た
、
公
共
施
設
の
適
正
な
配

置
計
画
に
取
り
組
み
た
い
。
一
番
は

学
校
。
３
〜
４
年
で
成
し
遂
げ
ら
れ

る
と
は
思
え
な
い
が
、
方
向
性
を
示

せ
る
よ
う
、
充
分
に
話
し
合
っ
て
今

後
の
配
置
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問
移
住
者
の
居
住
の
問
題
に
対

し
、
町
の
取
り
組
み
は
。

答
副
町
長
　
八
丈
町
Ｈ
Ｐ
に
﹁
八

丈
物
語
﹂
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
移
住
・
島
の
暮
ら
し
に
必
要
と

思
わ
れ
る
準
備
を
案
内
し
て
い
る
。

企
画
財
政
課
に
窓
口
を
設
け
、
直
接

お
話
が
で
き
る
体
制
も
と
っ
て
い

る
。

問
準
備
中
の
﹁
八
丈
物
語
﹂
の
第

六
章
﹁
住
居
﹂
内
の
不
動
産
の
ペ
ー

ジ
は
ど
の
よ
う
な
サ
イ
ト
に
な
る

か
。

答
民
間
の
不
動
産
屋
と
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
な
が
ら
連
携
に
つ
い
て
の

意
向
を
確
認
し
て
い
る
。
空
き
物
件

は
５
０
０
件
前
後
あ
る
が
稼
働
率
は

70
％
ほ
ど
だ
と
い
う
。
理
由
は
空
き

部
屋
は
古
く
改
修
が
必
要
。
稼
働
率

を
上
げ
て
い
け
れ
ば
提
供
が
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

問
令
和
５
年
度
の
相
談
件
数
、
移

住
実
績
は
。

答
令
和
５
年
度
は
来
庁
し
て
の
相

談
は
20
、
移
住
相
談
系
の
イ
ベ
ン
ト

問
離
島
留
学
制
度
に
て
、
民
宿
な

ど
で
複
数
人
を
受
け
入
れ
る
体
制
を

取
れ
な
い
か
。

答
教
育
課
長
　
宿
泊
や
食
事
の
提

供
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
代
わ
り

と
し
て
人
数
分
の
学
校
対
応
も
行
う

時
間
を
確
保
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
。
責
任
を
持
っ
て
、
卒
業
ま
で

面
倒
を
見
て
い
た
だ
け
る
方
が
い
れ

ば
、
複
数
の
生
徒
の
受
け
入
れ
も
可

能
。

問
伊
豆
諸
島
同
士
で
の
離
島
留
学

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
制
度
の
改

善
は
で
き
な
い
か
。

答
離
島
留
学
制
度
は
内
地
に
在
住

の
中
学
生
が
保
護
者
同
居
で
な
く
て

も
、
通
学
で
き
、
離
島
の
高
校
の
活

性
化
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
い
う
制

度
。
趣
旨
が
異
な
っ
て
お
り
、
人
口

減
に
対
応
す
る
島
嶼
と
生
徒
の
取
り

合
い
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
金
額
な
ど

も
含
め
、
改
善
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
こ
の
制
度
自
体
が
八
丈
島
の
人

口
増
に
繋
が
る
か
は
検
証
が
必
要
。

料
金
な
ど
は
昨
今
の
物
価
上
昇
に
と

も
な
い
令
和
６
年
度
か
ら
11
万
５
千

円
と
１
万
円
上
げ
る
。

町
長
施
政
方
針
に
つ
い
て

離
島
留
学
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て

一 般 質 問
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令
和
５
年
10
月
、
二
度
の
工
期
変
更
の

末
、
町
営
バ
ス
事
務
所
・
車
庫
が
完
成
し

た
。
工
費
は
、
建
物
に
２
億
３
４
７
２
万

円
、
移
転
補
償
に
６
７
２
３
万
円
の
施
設

と
な
っ
た
。

バ
ス
３
台
が
納
車
可
能
な
車
庫
、
事
務

所
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
室
、
バ
ス
ガ
イ

ド
の
休
憩
室
な
ど
、
建
物
全
体
を
視
察
し

た
が
、
以
前
と
は
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
快

適
な
環
境
が
整
備
さ
れ
、
今
後
の
八
丈
町

の
観
光
拠
点
と
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
バ

ス
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
た

い
。令

和
５
年
、
総
工
費
約
11
億
円
を
か
け

て
大
川
浄
水
場
の
施
設
が
完
成
し
た
。

我
々
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
﹁
水
﹂
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で
各
家

庭
に
配
水
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
た

め
に
同
施
設
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
か
を
視
察
し
た
。

担
当
者
よ
り
、
配
水
経
路
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
説
明
を
受
け
た
。

水
源
系
統
は
、
大
川
の
表
流
水
を
八
丈

町
三
根
成
沢
山
地
点
の
取
水
ぜ
き
か
ら
日

量
２
０
３
０
立
方
㍍
を
取
水
し
て
い
る
。

そ
の
水
を
既
設
沈
殿
池
に
導
き
、
﹁
薬

品
沈
殿
、
急
速
濾
過
﹂
に
よ
る
浄
水
方
法

を
﹁
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
凝
固
剤

の
混
和
、
膜
ろ
過
﹂
へ
変
更
。

そ
の
後
、
日
量
１
８
０
０
立
方
㍍
を
根
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⑴
 町
営
バ
ス
事
務
所
・
車
庫

⑵
 大
川
浄
水
場

田
原
浄
水
場
か
ら
大
川
配
水
池
へ
送
水
さ

れ
る
浄
水
日
量
７
７
０
立
方
㍍
を
合
わ
せ

て
一
日
最
大
２
５
７
０
立
方
㍍
を
送
水
管

に
よ
っ
て
第
１
配
水
池
、
第
３
配
水
池
、

片
瀬
ヶ
首
配
水
池
に
送
水
し
、
各
配
水
池

系
統
の
給
水
区
域
に
配
水
し
て
い
る
。

こ
の
浄
水
場
か
ら
配
水
さ
れ
て
い
る
水

を
、
一
滴
も
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
大
切

に
使
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

八
丈
町
議
会

島
内
視
察
報
告
令
和
６
年
１
月
15
日

全
議
員
参
加

総
工
費
11
億
円
で

快
適
な
環
境
整
備

駐
車
台
数
415
台
に

令
和
３
年
11
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
に

か
け
て
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
の
混

雑
緩
和
の
た
め
に
、
２
７
８
台
か
ら
４
１

５
台
の
車
を
駐
車
可
能
に
す
る
た
め
の
改

⑶
 空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場



奥
山
幸
子
議
員
観
光
Ｄ
Ｘ
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
末
吉
の
多
目
的
交
流

施
設
展
示
室
と
、
ク
ジ
ラ
に
関
す
る
調
査

内
容
、
町
の
今
後
の
対
応
の
説
明
を
。

企
画
財
政
課
企
画
情
報
係
長
 
施
設
の
運

用
目
的
の
一
つ
に
探
究
活
動
が
あ
り
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
、
住
民
と
大

学
生
が
交
わ
る
文
化
活
動
の
よ
う
な
も
の

も
進
め
て
い
き
た
い
。

副
町
長
 
離
島
振
興
関
係
の
交
付
金
や
環

境
省
関
連
の
予
算
を
使
い
な
が
ら
ク
ジ
ラ

関
係
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
が
、
調
査
結

果
情
報
を
集
約
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

案
内
す
る
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
展
開

し
て
い
き
た
い
。

岩
﨑
由
美
議
員
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

し
て
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
・

役
割
分
担
に
つ
い
て
の
協
議
状
況
は
。
ク

ジ
ラ
に
関
し
て
、
漁
業
と
の
関
係
か
ら
ど

う
考
え
て
い
る
か
、
調
査
に
関
す
る
都
や

国
の
関
与
に
つ
い
て
の
働
き
か
け
を
。

企
画
財
政
課
企
画
情
報
係
長
 
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
島
民

に
自
然
の
魅
力
、
素
晴
ら
し
さ
を
わ
か
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
し
、
エ
コ
カ
レ
ッ

ジ
を
開
催
し
て
い
る
。
来
年
度
の
末
吉
展

示
室
完
成
後
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
の
段
階

で
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
情
報
共
有
し

進
め
て
い
き
た
い
。

副
町
長
 
ク
ジ
ラ
の
漁
業
へ
の
影
響
含
む

ク
ジ
ラ
の
生
態
に
関
す
る
調
査
は
、
い
っ

た
ん
止
ま
っ
て
い
る
状
況
。
当
事
業
に
お

い
て
、
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
を
漁
業
者
に

情
報
提
供
す
る
こ
と
な
ど
も
検
討
し
た

が
、
技
術
的
な
困
難
か
ら
実
現
し
て
い
な

質
疑
よ
り

◉
 東
京
宝
島
サ
ス
テ
ナ
事
業

14

い
。
調
査
は
本
来
、
東
京
都
や
国
な
ど
が

担
う
べ
き
分
野
で
あ
り
、
研
究
機
関
な
ど

と
協
働
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
５
月
の
要
望
活
動
の
際
に
、
議
員

か
ら
も
東
京
都
産
業
労
働
局
な
ど
に
要
望

を
し
て
ほ
し
い
。

淺
沼
隆
章
議
員
末
吉
の
交
流
施
設
へ
の

来
場
者
数
見
込
み
と
、
移
動
手
段
確
保
の

考
え
は
。

企
画
財
政
課
企
画
情
報
係
長
 
来
場
者
は

年
間
４
０
０
０
人
程
度
と
考
え
て
い
る
。

移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
路
線
バ
ス
利
用

で
末
吉
に
到
着
後
、
温
泉
を
楽
し
み
、
交

流
施
設
を
訪
れ
、
電
気
自
転
車
︵
貸
し
出

し
を
行
う
自
転
車
事
業
実
施
予
定
︶
で
末

吉
の
自
然
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
と
い
っ
た

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

東
京
宝
島
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
創
造
事
業
と
は

町が、みずほフィナンシャルグ
ループと協定を結び進めている東
京都が実施する事業。島しょ町村
の意欲的な公民共創の取り組みを
支援することを通じ、島しょ地域
の課題を克服し、持続可能な地域
社会を創出するという目的で、事
業期間が令和４年度から３年間、
補 助 上 限 ５億 円 、 補 助 率 は
100％。デジタルを活用した各種
活性化事業や社会インフラ整備な
どの課題解決を図るというもの。
【事業内容】「防災・減災DX」
「行政DX」「水産業DX」「観光
DX」「データ利活用」の５つの
分野でDXを推進していくことが
掲げられている。例えば「防災・
減災DX」では雨量計などの防災
IoTセンサーの設置、定点カメラ
の設置などがあげられており、各
分野でそれぞれ計画されている。

修
工
事
が
行
わ
れ
た
。

駐
車
台
数
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
駐
車

場
内
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
横
断
歩

道
付
近
の
道
路
の
傾
斜
の
設
置
や
段
差
の

解
消
、
ま
た
混
雑
時
の
一
時
的
緩
和
対
策

と
し
て
路
肩
の
活
用
、
更
に
、
カ
ラ
ー
表

示
を
用
い
る
な
ど
様
々
な
対
策
が
行
わ
れ

て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
駐
車
場
内
の
案
内
表

示
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
逆
走
す
る
車
が

あ
っ
た
り
、
歩
行
者
と
の
接
触
の
危
険
性

な
ど
が
散
見
さ
れ
た
た
め
、
さ
ら
な
る
改

善
を
要
望
し
た
。︵

報
告
者
 
浅
沼
清
孝
︶

末
吉
多
目
的
交
流
施
設

に
つ
い
て



町
が
提
出
し
た
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
及
び
旅
費
並
び
に
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
採
決
の
結

果
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
た
。

改
正
の
内
容
は
教
育
長
と
公
営
企
業

管
理
者
の
給
与
を
月
額
65
万
円
か
ら
64

万
円
に
引
き
下
げ
る
も
の
。
提
案
理
由

に
つ
い
て
町
は
、
議
員
並
び
に
町
長
、

副
町
長
及
び
教
育
長
の
報
酬
等
の
額
に

つ
い
て
、
二
年
に
一
度
八
丈
町
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
を
行
っ
て
お

り
、
同
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
教

育
長
、
公
営
企
業
管
理
者
ら
の
給
与
を

改
正
す
る
必
要
が
あ
り
当
案
を
提
出
し

た
と
説
明
。
同
審
議
会
に
お
け
る
主
な

引
き
下
げ
提
案
理
由
は
類
似
団
体
と
の

比
較
と
し
た
。

︻
質
疑
︼

真
田
幸
久
議
員
物
価
高
が
言
わ
れ
て

い
る
中
、
な
ぜ
こ
の
局
面
で
減
額
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。
他
の
自
治
体
と
の

水
準
比
較
で
は
単
な
る
横
並
び
で
あ

り
、
八
丈
町
独
自
の
理
由
が
あ
る
の

か
。

２
月
２
日
に
発
生
し
た
中
之
郷
埋

立
処
分
場
の
火
災
に
つ
い
て
、
令
和

６
年
第
一
回
八
丈
町
議
会
定
例
会
に

て
、
消
防
長
・
住
民
課
長
よ
り
３
月

５
日
に
現
時
点
で
の
状
況
報
告
と
今

後
の
方
針
。
３
月
28
日
に
鎮
火
、
お

よ
び
伐
採
木
の
処
理
方
法
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
。

◎
３
月
５
日
消
防
長
２
月
後
半

の
三
連
休
あ
た
り
か
ら
日
中
の
放
水

活
動
が
ほ
ぼ
必
要
な
い
状
況
が
続

き
、
︵
埋
立
地
の
︶
重
機
で
の
掘
り

起
し
を
主
に
実
施
し
て
い
た
。
地
中

に
単
管
を
打
ち
込
み
、
温
度
・
一
酸

化
炭
素
濃
度
の
測
定
を
行
っ
て
い
る

が
、
20
度
前
後
の
安
定
し
た
数
値
を

継
続
し
て
お
り
、
一
酸
化
炭
素
も
検

出
さ
れ
て
い
な
い
。
活
発
な
現
象
が

発
生
し
て
い
る
状
況
で
は
な
い
の
で

鎮
火
判
断
を
す
る
時
期
に
き
た
の
で

は
な
い
か
。

住
民
課
長
住
民
生
活
に
多
大
な
影

響
を
与
え
た
事
を
お
詫
び
申
し
上
げ

る
。
今
後
中
之
郷
埋
立
処
分
場
は
伐

採
木
の
受
け
入
れ
は
不
可
と
す
る
。

水
質
調
査
に
つ
い
て
は
毎
年
６
月
に

実
施
し
て
い
た
が
令
和
６
年
度
は
４

月
に
早
急
に
行
い
た
い
。
結
果
は
５

月
連
休
後
報
告
に
な
る
予
定
。
再
発

の
リ
ス
ク
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
の
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
午
前
午

後
と
見
張
り
を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

今
後
の
方
針
と
し
て
は
、
伐
採
木
の

受
け
入
れ
は
有
料
と
な
る
が
有
明
興

業
に
依
頼
し
た
い
。
旧
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
跡
地
に
新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
を
建
設
を
計
画
し
て
い
る
。

◎
３
月
28
日
消
防
長
　
27
日
13
時

36
分
鎮
火
と
な
っ
た
。
継
続
し
て
一

酸
化
炭
素
の
検
出
が
な
い
の
が
判
断

理
由
。
発
酵
熱
と
思
わ
れ
る
温
度
が

若
干
高
い
箇
所
が
一
部
あ
る
。
火
災

の
危
険
が
あ
る
温
度
で
は
な
い
と
思

う
が
、
住
民
課
と
連
携
し
、
し
ば
ら

く
の
間
現
場
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て

い
く
。
火
災
の
原
因
調
査
の
実
施
日

は
未
定
だ
が
、
八
丈
島
警
察
署
と
合

同
で
実
施
す
る
予
定
。

住
民
課
長
３
月
28
日
に
条
例
改
正

が
議
決
さ
れ
、
４
月
１
日
よ
り
伐
採

木
の
処
理
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

八
形
山
リ
サ
イ
ク
ル
ヤ
ー
ド
、
有
明

興
業
南
原
処
理
場
に
て
行
わ
れ
る
。

※
詳
細
は
広
報
は
ち
じ
ょ
う
４
月

号
、
お
よ
び
八
丈
町
住
民
課
Ｈ
Ｐ
を

参
照

岩
﨑
由
美
議
員
他
の
自
治
体
と
の
比

較
に
際
し
、
人
口
規
模
だ
け
で
は
な

く
、
物
価
状
況
な
ど
も
勘
案
し
た
の

か
。

淺
沼
隆
章
議
員
給
与
引
き
上
げ
の
必

要
性
の
話
が
出
る
よ
う
な
人
員
確
保
が

難
し
い
状
況
も
考
え
た
上
で
の
減
額
提

案
か
。

︻
反
対
討
論
︼

真
田
幸
久
議
員
一
般
住
民
に
対
し
て

物
価
高
対
応
の
施
策
を
講
じ
て
い
る

中
、
な
ぜ
こ
の
時
点
で
特
別
職
の
給
与

を
下
げ
る
の
か
。
人
口
規
模
別
で
教
育

長
な
ど
の
仕
事
で
本
当
に
大
き
な
差
が

あ
る
の
か
。
物
価
高
や
、
一
般
職
員
含

め
人
員
確
保
が
困
難
な
状
況
下
で
の
引

き
下
げ
に
は
納
得
し
か
ね
る
こ
と
か
ら

反
対
す
る
。
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反
対
多
数
で
否
決

︻
採
決
の
結
果
︼

賛
成
１
、
反
対
８

賛
成
　
奥
山
幸
子

反
対
真
田
幸
久
 
淺
沼
隆
章
 

山
下
則
子
 
金
川
孝
幸
 
 

沖
山
 
昇
 
岩
﨑
由
美
 

浅
沼
碧
海
 
山
下
 
巧

教
育
長
、企
業
管
理
者
ら
の
給
与
を
引
き
下
げ
る
条
例
改
正
案

中之郷埋立処分場の状況、伐採木の処理方法について

町
が
議
会
に
経
過
報
告



解剖学者であり作家でもある養老孟司氏
は、「知るとは、自分が変わること」、「『私は私』で
変わらない、一貫した『同じ私』がいるなんていう
のは思い込みで、人は刻々と変わっている。」と語っていま
す。このことは個人だけではなく、地域や社会にも当てはまることではな
いでしょうか。知ることは変わること、変えることにつながります。　　
八丈町はどうでしょう。改善を示してはいるものの、町が情報の開示・
発信をさらに進め、住民も知ろうとすることで、住民が変わり、町が変
わっていってほしいと思います。　　　　　　　　　（真田幸久）
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メール gikai@town.hachijo.tokyo.jp

八丈島で生まれ育った祐さんは子どもの頃からケーキ・お菓子屋になりたいという夢があり、クッキーなどを日頃から作っていたそうです。
高校生の時、「日本菓子専門学校」に行きたいという明確な目標を持ち、希望通りに進学。「いつかは島でケーキ屋を」という道筋も立てていたそうです。専門学校卒業後は、群馬県のケーキ屋に就職。4年目には 3号店オープンの店長に就任されます。島での開業に向けて「ケーキは特別なもの。パンは日常品」という視点から、就職後は本格的にパンの勉強も開始。午前はパン、午後はケーキづくりの腕を磨きます。同時に仕入れ先などの人脈も築いていかれたそうです。奥様の麻美さんは専門学校の同級生。就職先は東京でしたが、結婚を機に群馬に移住。その後一緒に八丈島へ。島への移住、お店を開くことに関しては大賛成。不安はなかったそうです。その後満を持して、4年前に帰島。2022年 4月に「Pamon」をオープン。「島でお店を営む」というひとつの夢を実現させた祐さんの子どもたちへのメッセージは「諦めなければ実現できる。そのためにどう動くか。叶えるためのシナリオをどう描くかが大切」。町へ対する要望は、「物資の運賃補助をお願いしたい」とのこと。離島でお店を営むことのむずかしさも、同時に伝えていただきました。（浅沼碧海）

Patisserie & Boulangerie  Pamon 北浦祐
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さんと麻美
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さん

来年開業 100年を迎えるやたけさんの始
まりは、なんと

サイパンから。力さんの父
・新八さんは移民政策でサ

イパ

ンへ渡り、そこで「大澤菓子
店」を開業します。

その後八丈島に戻り、お店
をオープンするも 59歳で他

界。四男の力さんが 19歳で跡を継ぎます。力さん
は店を 1

年休業し、東京で修行。帰島
して「製菓 やたけ」を再開業し、

現在に至ります。
力さんは朝の 1時半から仕込みを始めると

のこと。製作

所で直売も行いますが、たく
さんのパンを全島に届けたい

との思いから、お店はやらな
いそうです。

後継者については、今現在、
長男はパン屋を経て、今は別

事業を。次男は洋菓子を専攻
し国内、海外

で仕事をしているそうで、「
島にもやれるスタッフはいて

くれている。いろいろな経営
の方法もあるの

で、仕事は残していきたい」
との思いを語り、心配はして

いないとのこと。

「島と世界を同時に見て、島
の位置を感じてほしい」自分

を常に島人ではなく、地球人
と意識してい

るという力さんからの島の子
どもたちへのメッセージです

。

町に望むことは、「若い人た
ち（特に島出身）に島の情報

をどう伝えられるか。特に求
人情報を整理

して掲示することで、今の八
丈の需要が分かる。20年先の未来のために、とっ

かかりを作れたら」。

島や現在だけにとらわれず、
世界や未来を見据える視点の

広さを持つ、力さんの言葉で
した。

（浅沼碧海）

製菓 やたけ 大沢力
�������

さん

八丈島の
パン屋さん
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